
報告書No4 調査日　令和7年8月20日

テーマ

対象者 参加人数 51人

実施場所

　【どのような方法で意見を聞いたか】

【意見】

（どんな学校・学級にしたいか） （理想の学校・学級にするための取組み）

・認めてくれる人がいる学校 ・自分の気持ちを言葉にする

・通うことが楽しみになる学校

・互いに尊重できる学校

・みんなが一人一人のことを知っている学校 ・率先して行動する

・自分の好きなことがなんでもできる学校 ・人の気持ちを考える

・自分らしくいられる学校 ・みんなが積極的に話しをする

・成功をみんなで認め合え、失敗を責めない学校 ・仲間を信じる

・周りの変化に気付ける学校

・自分の意見が言い合える学校

・学年・学級の壁がない学校 ・自分の良いところを見つける

・それぞれの違いを認め合える学校 ・何か月か経過してから再度自己紹介をする

・みんなの不満のないルールがある学校 ・周りに流されない

・仲間との意思を高め合える学校 ・みんなの良いところを考える会を開く

・自分の能力をしっかりと理解してくれる教職員 ・みんなでルールをつくる

の居る学校 ・定期的にアンケートを取る

・メリハリのある学校 ・先生との面談（2人で）を定期的にする

・何事にも全力で取り組める学校 ・あいさつするときは体ごと相手に向ける

・安心できる学校 ・全校交流会をする

・教室がきれいな学校 ・自分の特技を発表する

・進んでボランティアができる学校 ・オリジナルダンスをつくる

・全校ボランティアデーをつくる

・相手の意見を否定しない

・互いの苦手なところをカバーし合う

・みんなが楽しめるイベントを企画する

・人を頼る（自分の弱いところも知っても

らうため）

・ペアをつくってお互いの良いところを言

い合う

「誰にとっても居心地の良い学校・学級にす

るためには」をテーマに7組のグループに別れ

協議を行ってもらった。

誰にとっても居心地の良い学校・学

級にするためには

しこちゅ～ホール

小中学校児童生徒


